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消費者は変わった

• 聞いたことも無い病気、怖い、もし私が、もし家族が罹ったら。。。

• どんな会社も信用できない。知りたいことはすべ教えて欲しい。

• 有名な企業の製品なら大丈夫

牛乳食中毒事件以前

遺伝子組み替え、BSE、アレルギー、鳥インフルエンザ、アクリルアミド・・・

• 大企業でも信用できない。でも体に害は無いらしいし、自分が気を
つけていれば大丈夫だろう。

ステージが変わった。企業も変わらなくては・・・

相次ぐ異物混入、未承認添加物、輸入品の残留農薬・・・

• 今大丈夫だからと言って将来までの保証は？
子供は？孫は？

アスベスト



お客様の意識の深まり
●ますます高まる「安全・安心」「自分の健康」
『ﾏｲﾅｽにならない』 『自分のﾌﾟﾗｽになる情報』

①不安をすぐに解消したい・
安心して飲みたい欲求⇒安心しないと飲めない

②男女問わず広がる意識

③新しい情報・時事ﾈﾀにも敏感

④ちゃんとした論拠を求む＝ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽのﾆｰｽﾞ

⑤健康管理に関わる情報ﾆｰｽﾞの増大



⑤健康管理に関する情報ﾆｰｽﾞの拡大

ﾌﾟﾘﾝ体

自分の『健康管理』のための情報を求める声
①量的な増加
②質的な拡大（対象項目が増えていく）
カロリー + 糖分 + プリン体 + カフェイン

+ ｅｔｃ ｅｔｃ ・・・

参考情報から、「必要情報」へ



ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞの変化

お客様の意識・視点の変化、情報ﾆｰｽﾞの変化に対して
企業側も対応を進めることで
従来のスタンダード自体も変化していく時代

【事例】
①健康管理に関する情報ﾆｰｽﾞ拡大への対応

②原料の安全・安心への対応

③わかりやすい表示への対応（賞味期限）

④環境意識の高まりへの対応



企業における“安全委員会体制”類型の一例企業における“安全委員会体制”類型の一例

•リスク評価
品質保証体制

品質部、分析センター、

コンプライアンス、

ＣＳＲ

•リスク管理
リスク評価に基づき、

諸活動の最終責任を負う。

マーケティング、製造、販売、

宣伝

•リスクコミュニケーション
消費者が何を求めているかをリスク評価・管理に生かす。

自社製品のリスクを的確に消費者に伝える。

デメリット表示

広報部、お客様相談部



リスクコミュニケーションとしての食育

• 食の安全に係わる情報提供と意見交換
消費者が何を求めているかをリスク評価・管理
に生かす。

自社製品のリスクを的確に消費者に伝える。

どうやって伝えていくか



的確な情報とは・・・

• 役に立つ情報
• 心配を取り除く情報
• 間違いをしない情報
• 安全な食生活を送るための情報
• 楽しい食生活を送るための情報
• 他社より優れていることを訴求する情報
• 信頼感を勝ち取る情報

どうやって伝えていくか



『食の安全に係わる情報提供と意見交換』を・・・

• 製品のデメリット表示
• 問い合わせ、クレーム対応
• ホームページ
• パンフレットの作成配布
• セミナー活動

・・・を通じて行う



情報公開の事例：
ホームページとパンフレット

別途配布

• お酒との正しい付き合い方
• 清涼飲料をおいしく飲むために













情報公開の事例

• お客様の“知りたい”に応える。
• 安全の取り組みをお知らせし、
安心して頂く



課題

Quality と Safety

• おいしさ、たのしさ、あたらしさ、正しさのQualityは
得意だが・・・

• 日ごろのコミュニケーションはどちらかと言うと
Qualityを訴求しているが・・・

• Science のデータは揃っているが・・・
• Science のQualityをどうSafetyに結びつける
か・・・



課題

Risk   Findingの能力

• 予見できない事を感知する能力、感度
• グローバルな問題、危機への感度
• 知見、経験の無い案件への感度

•情報ソースをどれだけ持っているか。
•基礎知識、学識、“やばい”と感じる感度
•様々な分野のネットワーク
•非科学者の視点



行政の（リスク）コミュニケーションに
期待するもの

行政の（リスク）コミュニケーションに
期待するもの

• 公のデータ を広く、多く、
←｢客観性｣の感じられる説明を求める
＝○○基準・○○機関

• できるだけはやく
• わかりやすい言葉で
• 『知らない』ことを前提とした説明を
• 国が説明したいことより、消費者が知りたいことを
• いろいろな場所で、いろいろなサイズの場を
• いろいろな人に
• 一般消費者と接触する場の開発
• 他のイベントやステージの活用（コバンザメ手法）
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